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「
何
で
も
相
談
室
」

　

１
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？　

　

日
ご
ろ
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
、

ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
事
な
ど
、
話
す

だ
け
で
も
気
分
が
楽
に
な
る
か
も
…
。

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
時
】＝
毎
週
土
曜
日
13
時
〜
16
時

【
所
】＝
ま
ち
あ
い
サ
ロ
ン（
国
道
３

号
沿
い
・
川
内
山
形
屋
向
か
い
）

【
相
談
員
】＝
人
権
擁
護
委
員
、
消
費

生
活
専
門
相
談
員
な
ど

【
相
談
内
容
】＝
相
続
・
教
育
・
家
族
・

婚
姻
・
多
重
債
務
な
ど

＊
電
話
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
相
談
受
付
電
話
】＝（
27
）６
７
５
８

【
問
合
先
】＝
本
庁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

男
女
共
同
参
画
Ｇ（
内
線
４
６
２
１
）

地※
１

デ
ジ
相
談
コ
ー
ナ
ー
を　

　
　
　
　
　

開
設
し
ま
し
た

　

デ※
２

ジ
サ
ポ
鹿
児
島
で
は
、
地
デ
ジ

の
受
信
に
関
す
る
質
問
や
相
談
に
対

応
す
る
た
め
、
市
役
所
本
庁
２
階
に

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

開
設
期
間
は
８
月
26
日（
金
）ま
で
で

す
の
で
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ

放
送
は
、
７
月
24
日（
日
）正
午
に
す

べ
て
の
放
送
が
終
了
し
ま
す
。
こ
の

日
以
降
に
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
く
な
っ

た
時
は
、
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
１
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

※�

２
総
務
省
鹿
児
島
県
テ
レ
ビ
受
信

者
支
援
セ
ン
タ
ー

【
問
合
先
】＝
デ
ジ
サ
ポ
鹿
児
島

０
９
９（
８
３
３
）２
０
２
０

入
院
中
・
入
院
予
定
の
方
へ

〜
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
の

　
　
　
　

手
続
き
に
つ
い
て
〜

　

国
民
健
康
保
険
制
度
で
は
、
世
帯

の
所
得
に
応
じ
て
入
院
時
は
自
己
負

担
額
ま
で
の
支
払
、
ま
た
、
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
、
食

事
代
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
は

問
合
先
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊�

必
要
書
類
は
、
認
定
対
象
者
分
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊�

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
過
去
１
年

間
の
入
院
日
数
が
90
日
を
超
え
る

場
合
は
、
そ
の
こ
と
が
確
認
で
き

る
領
収
証
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

【
申
請
受
付
】＝
７
月
１
日（
金
）か
ら

＊�

限
度
額
適
用
認
定
証
は
、
８
月
１

日
を
基
準
と
し
て
い
る
た
め
、
７

月
申
請
分
も
交
付
は
８
月
以
降
に

な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
保
険
年
金
課
国
保

Ｇ（
内
線
２
８
４
２
・
２
８
４
３
）お

よ
び
各
支
所
市
民
生
活
課

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

毎
年
、
７
月
は「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

〜
」強
調
月
間
で
す
。

　

同
運
動
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し

た
人
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て

力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い

地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的

な
運
動
で
す
。

【
問
合
先
】＝
本
庁
障
害
・
社
会
福
祉

課
社
会
福
祉
Ｇ（
内
線
２
１
７
１
）

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　

７
月
21
日（
木
）か
ら
30
日（
土
）ま

で
の
10
日
間
、「
鹿
児
島
の
夏
！　

マ
ナ
ー
が
輝
く　

快
適
ロ
ー
ド
」を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
夏
の
交
通
事
故
防

止
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

県
内
で
は
、
高
齢
者
の
事
故
や
交

差
点
で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
最
重
点

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

■
重
点

①�

飲
酒
運
転
・
暴
走
な
ど
無
謀
運
転

の
根
絶

②
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

③
交
差
点
に
お
け
る
交
通
事
故
防
止

④�

す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い

着
用
の
徹
底

⑤
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

【
問
合
先
】＝
本
庁
防
災
安
全
課
危
機

管
理
Ｇ（
内
線
４
９
３
２
）

下
甑
定
期
観
光
バ
ス　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

運
行
開
始

　

下
甑
定
期
観
光
バ
ス
の
運
行
を
開

始
し
ま
す
。

【
運
行
期
間
】＝
７
月
21
日（
木
）〜
８

月
25
日（
木
）ま
で

【
運
行
時
間
】＝
手
打
港（
９
時
45
分

発
）〜
長
浜
港（
10
時
15
分
発
）〜
松

島
展
望
所
〜
前
の
平
展
望
所
〜
瀬
尾

観
音
三
滝
〜
釣
掛
崎
灯
台
〜
お
ふ
く

ろ
さ
ん
歌
碑
〜
手
打
港（
12
時
50
分
着
）

【
料
金
】＝
大
人
１
８
０
０
円
、
小
人

９
０
０
円（
税
込
）

【
問
合
先
】＝
下
甑
バ
ス
事
業
所

（
７
）０
３
１
１（
内
線
７
４
１
）

フ
ァ
ミ
リ
ー
自
然
体
験
隊

【
時
】＝
８
月
６
日（
土
）〜
７
日（
日
）

＊
雨
天
決
行（
１
泊
２
日
）

【
所
】＝
少
年
自
然
の
家

【
内
容
】＝

▼�

１
日
目
＝
テ
ン
ト
設
営
、
野
外
炊

飯
、
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
ク　

な
ど

＊
雨
天
時
は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映

▼�

２
日
目
＝
テ
ン
ト
撤
収
、
と
う
ご

う
五
色
親
水
公
園
で
川
遊
び

＊
雨
天
時
は
ネ
イ
チ
ャ
ー
フ
レ
ー
ム
Ⅱ

【
対
象
】＝
市
内
に
居
住
す
る
小
学
生

以
上
の
子
ど
も
の
い
る
家
族（
幼
児

の
同
伴
も
で
き
ま
す
。）

【
定
員
】＝
先
着
10
家
族

【
参
加
料
】＝

▼
子
ど
も
＝
９
２
０
円

▼
大
人
＝
９
７
０
円

＊
別
途
１
家
族
１
２
０
０
円
が
必
要

【
持
っ
て
く
る
も
の
】＝
活
動
し
や
す

い
服
装
、
帽
子
、
着
替
え（
１
泊
２

日
分
）、
洗
面
道
具
、
タ
オ
ル
、
濡

れ
て
も
よ
い
服（
水
着
）お
よ
び
靴

（
サ
ン
ダ
ル
不
可
）、
雨
具
、
虫
よ
け

ス
プ
レ
ー
、
弁
当
、
懐
中
電
灯
、
保

険
証
の
写
し

【
申
込
期
間
】＝
７
月
12
日（
火
）〜
７

月
29
日（
金
）＊
月
曜
日
は
休
所
日

【
申
込
方
法
】＝
電
話

【
申
込
・
問
合
先
】＝
少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４
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お
知
ら
せ

対象 交付の条件 必要書類

国民健康保険
被保険者�
【70 歳未満】

申請時に、国民健康保
険税に滞納がないこと

・�国民健康保険被保険者証
・領収書

国民健康保険
高齢受給者�
【70 歳以上】

世帯主と国民健康保険
加入者全員が平成 23
年度住民税非課税であ
ること

・�国民健康保険被保険者証
・高齢受給者証�
・領収書

農業委員・農地流動化推進員担当地区一覧
　平成 23年度から担当地域の農業委員・農地流動化推進
員が替わりました。農地に関する相談などがありましたら、
担当地域の農業委員、または農地流動化推進員へご連絡く

ださい。
【問合先】＝農業委員会事務局� （23）5111（内線5632）
　　　　　および各支所産業建設課

樋　脇　地　域

平 野 一 郎

樋脇地区（田代・向田代・沢牟田・田代ニュータウン・
大原・狩集・前床・西之原・中島・上之原・樋掛・
諏訪越団地・本町・三島・天神・駅前・田間田・水
流・下村・庄内・永田・鍋原・牟礼・下牟礼・平田・
上金具・丸山）

鍋 　 洋 子 樋脇地区（永田・鍋原・牟礼・下牟礼・平田・上金貝・
丸山・金貝・下金貝・木場・祢礼北・小野原）

堂 前 一 郎

樋脇地区（城内・上杉馬場・杉馬場・子田形・冨本・
旭・岩元・本庵・下祢地山・祢地山・笹ヶ迫・村子田・
上岩下・岩下・八幡・弥礼北・小野原・木場・金具・
下金具）

奥 　 　 透 倉野地区
鬼 塚 幸 男 藤本地区・野下地区

武 田 芳 久

市比野地区（竹山・矢筈野・宮元・武田・笹野・向湯・
向湯団地・向湯住宅・市比野 60・上之湯・中之湯・
下之湯・湯之元・第一下之湯・小野・小野天神・椿
団地）

横 山 重 夫
市比野地区（上段前・上段後・阿母・山中・原・上
野久平・下野久平・松山団地・新開・宇都・城後・
城之下・和田・大和・指月ハイツ・サンビレッジ）

入　来　地　域
上 園 　 力 八重地区
永牟田　　　誠 大馬越地区
三 島 廣 章 副田地区
中 島 弘 和 入来地区
蒲生原　良　廣 朝陽地区
梶 原 拓 二 八重地区
竹 下 　 修 大馬越地区
吉 永 忠 誠 朝陽地区

東　郷　地　域
中 野 政 弘 斧渕地区（荒川内・石堂・浦田・司野上・司野下を除く）
柳 野 　 昇 斧渕地区（荒川内・石堂・浦田・司野上・司野下）
松 坂 一 郎 山田地区
中 山 淳 一 藤川地区
福 田 嘉 明 南瀬地区
古 川 　 梓 鳥丸・宍野地区

祁　答　院　地　域
大 山 　 毅 黒木地区（中・宮脇・本町）
福 永 文 昭 黒木地区（木場・矢立・浦・宇都・南・小牧）
別 府 生 次 上手地区
萩 原 　 功 大村地区（川西・大村町・馬頃尾）
假 屋 裕 光 大村地区（川東・城北）
轟 木 雅 信 轟地区
宮 﨑 博 光 藺牟田地区（麓西・麓東・中原・原）
初 田 景 治 藺牟田地区（大坪・砂石・湯之元）

甑　地　域（上島）
礒 道 博 和 里
岸 　 広 光 里
平 嶺 茂 春 里
小 段 篤 人 上甑

甑　地　域（下島）
江 口 浩 楊 下甑・鹿島
小　川　　　公 下甑・鹿島

亀　山　校　区
下　茂　正　憲 五代
圓　林　俊　美 宮内・花木

隈　之　城　校　区

有 馬 純 郎 勝目・木場茶屋・川永野・大原野・山之口・矢倉・
尾白江（国道３号東側）

福 永 正 勇 青山

有 村 四 男 中福良・都・尾白江（国道３号西側）�
隈之城（永野段を含む旧国道３号西側）

福 留 時 和 宮崎・隈之城（尾賀・日暮を含む旧国道３号東側）
橋 口 彪 紀 宮崎・赤沢津

川　内　校　区
井 上 壹 夫 全域

峰 山・滄 浪・寄 田　校　区
森 園 勝 博 峰山（高江町）・滄浪・寄田
樗 木 孝 治 文田・長崎・内場・麓・峰下・江ノ口
濵 田 義 博 寄田・久見崎

永　利　校　区
丸 山　　 享 永利・百次
木 下　　 勇 百次

四 枝 英 士 永利（山田山・高牧・寺山・下手・石神・岡・サンビレッ
ジ）

高　来　校　区
田 島 征 男 全域

城 上・吉 川　校　区
武 本 和 憲 全域
上小川　昭　徳 川原段・小川・中間�
流 合 徳 三 吉川・長野・下ノ段・宇都川路

陽　成　校　区
田 中 浩 徳 全域
柊 平　　 勇 宮小平・中麦・四牧

湯 田・西 方　校　区
松 下 忠 行 全域

平 佐 西　校　区
丸 山 輝 雄 全域
上 平 貞 夫 田崎

平 佐 東　校　区
大 原 正 孝 全域
久保田　清　一 戸田・木屋園・楠元・吉野山
福 元 真 策 獺越・瀬戸・飯母

八 幡・可 愛・育 英　校　区
箱 川 滋 三 田海・育英
草 留 嘉 徳 白浜・可愛
宮 脇 久 磨 可愛・育英

水　引　校　区
中 間 博 文 小倉・水引（草道）
下 宿　　　毅 網津・港・水引（浜田）
薬師寺　しげ子 湯島
新　　　幸　治 湯島
新 屋 博 文 小倉（川底上・中・下を除く）

川内地域　　　　　　　　　＊青色は、農地流動化推進員




